
議案第２３号 

平成２７年度大河原町公共下水道事業特別会計補正予算（第３号） 

 平成２７年度大河原町の公共下水道事業特別会計補正予算（第３号）は、次に定めるところに

よる。 

（歳入歳出予算の補正） 

第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ 26,148 千円を追加し、歳入歳出予算の総額を

歳入歳出それぞれ830,692千円とする。 

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の

金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

（繰越明許費） 

第２条 地方自治法（昭和22年法律第67号）第213条第1項の規定により、翌年度に繰り越し

て使用することができる経費は、「第２表 繰越明許費」による。 

（地方債の補正） 

第３条 地方債の変更は「第３表 地方債補正」による。 

  平成２８年３月２日提出 

              大河原町長   伊 勢   敏        



１



２



第 2表 繰越明許費 

(単位：千円) 

款 項 事 業 名 金 額 

2 下水道事業費 1 公共下水道事業費 下水道建設事業 16,200 

第 3 表 地方債補正 

１ 変更 （単位：千円） 

起 債 の 目 的 限 度 額 起債の方法 利 率 償 還 の 方 法 

公共下水道事業 

補
正
前

264,900
証書借入又 

は証券発行 
5％以内 

政府資金については、そ
の融資条件により、銀行
その他の場合はその債権
者と協定するものによる。
ただし、町財政の都合に
より据置期間及び償還期
限を短縮し、又は繰上償
還もしくは低利に借換す
ることができる。 

補
正
後

254,200 〃 〃 〃
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給 与 費 明 細 書 

１ 一般職 

(1)総括

（単位：千円）

区            分 
職 員 数 給   与   費 

共済費 合  計 備  考 
一般職 給 料 職員手当 計 

補     正    後 
（       ） 

5  16,152 9,236 25,388 4,781 30,169  

補     正    前 
（       ） 

5 
16,152 10,036 26,188 5,381 31,569  

比          較 
（       ） 

0 
 △800 △800 △600 △1,400  

（単位：千円）

職 員

手当の

内 訳

区 分 扶 養 手 当 住 居 手 当 通 勤 手 当 地 域 手 当 時間外勤務手 当 宿日直手当 管理職手当
期 末 勤 勉
手 当

補 正 後 778 324 103 2,050 5,981

補 正 前 778 324 103 2,850 5,981

比 較     △800

(2)職員手当の増減額の明細 

区  分 増減額(千円) 増減事由別内訳 (千円) 説  明 備  考 

職員手当 △800 その他の増減分 △800 その他の増減分 
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(単位：千円)

当該年度中
起債見込額

当該年度
中元金償
還見込額

当該年度中
起債見込額

当該年度
中元金償
還見込額

 １. 普通債 5,384,084 5,232,207 264,900 445,441 5,051,666 254,200 442,841 5,043,566

(1) 公共下水道事業 5,384,084 5,232,207 264,900 445,441 5,051,666 254,200 442,841 5,043,566

 2. 災害復旧 49,700 54,400 54,400 54,400

(1) 災害復旧事業 49,700 54,400 54,400 54,400

合　　 計 5,433,784 5,286,607 264,900 445,441 5,106,066 254,200 442,841 5,097,966

当該年度末
現在高見込
額

地 方 債 の 前 々 年 度 末 に お け る 現 在 高 並 び に 前 年 度 末 及 び

当 該 年 度 末 に お け る 現 在 高 の 見 込 み に 関 す る 調 書

区　　分
前々年度
末現在高

前年度末
現在高

補　　正　　前 補　　正　　後

当該年度中増減見込
当該年度末
現在高見込
額

当該年度中増減見込
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